





























































































何度も経験したことがある（ 1年に何回かの作業経験がある）  8
何度か経験したことがある（数年に 1回程度の作業経験がある）  7








































































表 2　プロジェクトの取り組み （作業） 内容 （2009・2010年度）
日程 主な取り組み（作業）の内容 学生参加人数
【2009年度】
4.10～11 打ち合わせ会，溝掘り，播種，苗床づくり 4年生 4名
5.03～05 住吉神社ご祈祷祭，田植え，里芋定植，交流会 4年生 8名， 3年生12名
7.04～05 除草作業，追肥，水田法面の草刈り，東和ロードレース大会補助 3年生 6名
8.24～25 除草作業，水田法面の草刈り 3年生 5名
9.19～21 稲刈り，交流会 4年生 8名， 3年生12名
10.30～31 精米作業，学園祭最終打ち合わせ会 3年生 4名
11.03～04 楓門祭にて焼きおにぎり，お米の販売 4年生 8名， 3年生1 3名
11.19 福島県集落活性化検討会（会津若松） 3年生 3名
1.12・14 ゼミ内での2009年度反省会，2010年度検討会 4年生 8名， 3年生1 3名
2.20～21 西谷集落での2009年度反省会・2010年度検討会 4年生 3名， 3年生8名
【2010年度】
4.08～10 水田の溝掘り，播種，苗床づくり，しいたけ用原木切り 4年生 4名
5.03～05 住吉神社ご祈祷祭参加，田植え，里芋定植，しいたけ植菌，交流会 4年生11名， 3年生11名（卒業生 2名）
7.0 3～04 除草作業，追肥，水田法面の草刈り，東和ロードレース大会補助 3年生 5名
8.28～29 ゼミ合宿 （ 8月 以降，学園祭での出店へ向けて順次検討会を実施
除草作業，水田法面の草刈り，子ども会夏祭り 3年生 4名
9.18～20 稲刈り，交流会，太田幼稚園運動会参加 4年生11名， 3年生6名
10.30～31 学園祭での販売検討会，精米作業 3年生 4名
11.02～03 学園祭での焼きおにぎり，うるち米，もち米販売 4年生13名， 3年生12名
12.12 もち加工の検討，福島大交流フェア参加（池袋） 4年生 2名， 3年生2名
1.19 ゼミ内での年度反省会，次年度検討会 4年生13名， 3年生12名




























































































































































積極的に関わりたいと思っていた 4 積極的に関わりたいと思っていた 4
適度に関わりたいと思っていた 7 適度に関わりたいと思っていた 4
あまり関わりたくないと思っていた 1 あまり関わりたくないと思っていた 0
関わりたくないと思っていた 0 関わりたくないと思っていた 0
よく分からないうちに関わることになっていた 1 よく分からないうちに関わることになっていた 0
2）2010年度
3年生 4年生
積極的に関わりたいと思っていた 1 積極的に関わりたいと思っていた 6
適度に関わりたいと思っていた 9 適度に関わりたいと思っていた 6
あまり関わりたくないと思っていた 0 あまり関わりたくないと思っていた 1
関わりたくないと思っていた 0 関わりたくないと思っていた 0
































溝掘り 4 種まき，苗床づくり 3
種まき，苗床づくり 4 住吉神社ご祈祷祭 6
住吉神社ご祈祷祭 10 田植え 10
田植え 12 交流会（5月） 9
交流会（5月） 12 西谷集落地域資源発掘調査 3
東和地区エクスカーション 2 草取り，草刈り 4
東和ロードレース大会補助 3 東和ロードレース大会補助 2
草取り，草刈り 4 子ども会夏祭り 3
稲刈り 12 稲刈り 7
交流会（9月） 12 交流会（9月） 8
精米 1 太田幼稚園運動会 7
学園祭での販売，交流会 11 精米 3
集落活性化県民討論会 3 学園祭での販売，交流会 12






農業や農村の現状 14 西谷集落の方との関係づくり 13
ゼミ生の関係づくり 12 ゼミ生の関係づくり 12
西谷集落の方との関係づくり 11 農業や農村の現状 10
祭りや料理，酒などの地域文化 10 祭りや食事，酒などの地域文化 8
農作業の技術 9 農作業の技術 7
プレゼンテーションの方法 5 卒論やレポートのまとめ方 6
レポートのまとめ方 3 プレゼンテーションの方法 2






















































































経済的負担の軽減 9 経済的負担の軽減 8
農産物の販売促進 7 学園祭での調理，販売方法の検討 7
学園祭での調理，販売方法の検討 6 農業や農村の学習 3
農業や農村の学習 6 作付規模の拡大 2
農産物の質の向上 5 農産物の販売促進 2
栽培作物の多様化 5 農作業の技術習得 1
作付規模の拡大 5 西谷集落の方との関係づくり 1
西谷集落の方との関係づくり 5 ゼミ生同士の交流 1




西谷集落の方との関係づくり 6 経済的負担の軽減 7
経済的負担の軽減 5 ゼミ生同士の関係づくり 7
栽培作物の多様化 5 西谷集落の方との関係づくり 6
農業や農村の学習 5 作付規模の拡大 4
学園祭での調理，販売方法の検討 4 栽培作物の多様化 3
ゼミ生同士の関係づくり 3 学園祭での調理，販売方法の検討 3
農産物の質の向上 2 農産物の質の向上 3
作付規模の拡大 1 農業や農村の学習 2














































大変良かった 9 大変良かった 6
良かった 3 良かった 2
どちらともいえない 1 どちらともいえない 0
あまりよかったとは思わない 0 あまりよかったとは思わない 0
まったくよかったとは思わない 0 まったくよかったとは思わない 0
2）2010年度
3年生 4年生
大変良かった 6 大変良かった 9
良かった 3 良かった 2
どちらともいえない 3 どちらともいえない 1
あまりよかったとは思わない 0 あまりよかったとは思わない 0






















































是非続けたい 9 是非続けたい（是非続けてほしい） 6
続けたい 2 続けたい（続けてほしい） 2
どちらともいえない 2 どちらともいえない 0
続けたくない 0 続けたくない（続けてほしくない） 0
2）2010年度
3年生 4年生
是非続けたい 5 是非続けたい（是非続けてほしい） 10
続けたい 5 続けたい（続けてほしい） 3
どちらともいえない 2 どちらともいえない 0

















 9） 1年目の 2009 年度は、うるち米約 230kg 、もち米
130kg を得ることができた。2年目の 2010 年度は、









No.44 と No.46 に、国士舘大学地理学教室のホーム
ページには、「専攻の写真帖」の No.249 と 259 にそ
れぞれ掲載されている。
参考文献
高野岳彦（2006）：養蚕・工芸作物の衰退と阿武隈中山
間地域農業の地域性変容．季刊地理学58：140－145.
宮地忠幸（2001）：中山間地域における有機農業の展開
とその意義―福島県安達郡東和町を事例として
―．人文地理53－3：1－25.
宮地忠幸（2008）：中山間地域農業の変容と振興課題―
福島県阿武隈高地―．水嶋一雄編『農業地域情報
のアーカイブと地域づくり』成文堂，107－123.
山川充夫（1997）：中山間地域における農業経営多角化
と田園生活空間づくり―福島県三春町のグリーン
ツーリズムの取り組み―．福島大学地域研究9－2：
3－49.
違いを超えて、当該地域の魅力や資源を発見
し、新たな価値を創造していく姿勢が問われて
いる。
以上のような取り組みは、結果として学生た
ちを受け入れてきた西谷集落にどのような影響
を与えたのだろうか。本稿では、大学生による
農業体験学習やそれを通した大学生との交流事
業が地域に与えたについて明らかにすることが
できなかった。この点は、大学生の学びの意義
のみならず交流を通した地域づくりという点で
も重要な論点を提供しうる内容をもっている。
これらについては、別稿において検討したい。
本稿をまとめるにあたり、2009 年度以降、度重ねて
国士舘大学宮地ゼミの農業体験を受け入れていただい
てきた福島県二本松市西谷集落の皆様に厚く御礼申し
上げます。また、NPO 法人ゆうきの里東和ふるさとづ
くり協議会の皆様、福島県地域振興課の皆様には、こ
の取り組みに対してご理解をいただくとともに、折に
触れて激励をいただいております。とくに 2010 年度
は、西谷集落で採択された地域づくり支援事業におい
て、農業ボランティアとして、宮地ゼミの学生を受け
入れる体制を採っていただいたことも、本プロジェク
トを継続していく上で有益でした。さらに、国士舘大
学文学部地理・環境専攻の先生方には、本プロジェク
トに対して、現地実習の許可のみならず専攻予算の支
援等をいただくなど温かい支援体制をつくっていただ
いてきました。以上の皆様に、末筆ながら厚く御礼申
し上げます。
なお、本稿は 2011 年度日本地理教育学会（於；秋田
大学）で報告した内容を基に作成したものである。
注
 1） 1990年代後半に、筆者は中山間地域における有機
農業の有機農業の発展可能性をテーマに、東和地
区で調査を行っていた。その成果は、宮地（2001）
を参照されたい。
 2） この授業は、国士舘大学文学部史学地理学科地
理・環境専攻の 3年次配当の必修科目である。
 3） この取り組みは1995年度に始まり、2008年度当時
で14年目を迎えていた．
